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ト ピ ッ ク ス

発音障害に対する補綴装置

　PAP(Palatal　 Augmentation　 Prosthesisの 略)

とい う補綴装置をご存 じで しょうか。

　一般的な歯科治療ではまず耳にす ることのない

装置だと思います。この補綴装置は,外 科処置な

どにより舌の運動障害を来 した症例において,舌

の口蓋への接触を補助 し,発 音,嚥 下機能を回復

することを目的としています。PAPの 構造は,口

蓋を覆 った口蓋床研磨面形態 を個 々の症例に合わ

せて付与 し,運 動範囲が著 しく低下 した舌が接触

するように します。臨床報告によると,舌 切除患

者にPAPを 装着 した場合には発音機能が改善 され,

またエ ックス線透視画像で検討 した結果,嚥 下後

の口腔内残留が著 しく減少 したことが述べ られて

います1)。一方,PAPの 形態 を発音に重点をおい

て製作 した場合,口 蓋後縁部が厚 くなり嚥下に支

障をきたす ことがしば しばあります。

　当講座では,こ の点に関する基礎的検討の一環

として,PAPの 後縁形態が嚥下に及ぼす影響 を検

討2)しましたので,ご 紹介 します。

　実験的に製作 した口蓋床の後縁から軟口蓋への

移行角度 を変化 させ,そ れに伴 う試験食品の嚥下

時間 と嚥下様相の変動について検討 しました。被

験者8名 に,軟 口蓋への移行角度 を10°,20°およ

び40°に変更可能な実験用口蓋床 を製作 しました。

各角度における口蓋床の厚みは10°で通常の義歯

床の厚み とな る1.5mm,20° で3mm,40° で7

mm程 度 となります。硫酸バ リウム造影剤 を杏仁

豆腐に混入 し,20×30×15mmの 寸法 とした試験

食品を,実 験用口蓋床の各条件に対 して嚥下させ

ました。エックス線透視撮影装置を用いて,舌 骨

の運動時間か ら嚥下時間を,嚥 下の円滑 さと試験

食品の残留程度から嚥下様相 を評価 しました。

　その結果,嚥 下時間では傾斜角度10°に比較 して,

傾斜角度40°では著 しい嚥下時間の延長が認め ら

れました。つぎに嚥下様相 は,口 蓋床後縁の傾斜

角度10°と20°では試験食品の円滑な嚥下が認め ら

れ,試 験食品の残留 も認められませんで したが,

傾斜角度40°では,口 蓋後縁部に試験食品の残留
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が認められ,さ らに残留 した試験食品を完全に嚥

下するため2～3回 の嚥下運動が示 されました。

　嚥下運動の口腔相では,舌 が口蓋に押 しつけら

れ ることにより,食 品が咽頭へ運搬 され ます。 こ

の過程で食物が円滑に流れるようにするため,通

常の義歯では口蓋粘膜へ移行的になるよう口蓋床

の後縁形態 を付与 しています。今回の結果では,

この移行的形態が10°の傾斜 までは容認 されるこ

とが明らかとな りま したが,傾 斜が20°になると

嚥下時間が10°の場合 と比較 してやや延長 してお

り,舌 骨の運動をみる限 りにおいては嚥下が困難

になっていることが示 されま した。傾斜角度が

40°になると,試 験食品の残留が認められ,嚥 下

が困難な環境であることが判明しました。これは,

口蓋床後縁 と粘膜 との移行角度が大きかったこと

により,嚥 下運動に必要となる舌圧が後縁の移行

部に対 して適切に作用 しなかったためと考えられ

ました。 また,後 縁の傾斜角度が増すことによる

嚥下時間の延長は,奥 舌が口蓋床後縁 と口蓋粘膜

との境界部に接触 しなくなり,必 要な舌圧を得 る

ために,被 験者自身で舌の動きを調節 したことに

よるものと思われました。

　以上のことから,PAP後 縁の角度が嚥下機能に

大 きな影響を及ぼす ことが明確 にな りま した。

PAPを 必要とする患者 さんの病態は様々であるこ

とから,よ り良い口腔機能回復を目指すためには,

今回御紹介 した実験データを考慮に入れた最適な

口蓋形態 を付与す る必要があります。
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